






小児がんについて

小児科Topics 1

小児科 堀 壽成

　小児がんは、単に「子どもに発
生するがん」ではなく、成人のがん
とは様々な点で異なった疾患で
す。最も違う点は構成する細胞の
成り立ちで、いわゆる五大がん（胃
がん、大腸がん、肺がん、乳がん、
肝臓がん）を主体とする成人のが
んの多くが分泌腺から発生する腺
がんであるのに対して、小児がんは
白血病などの血液系のがんが最も
多く、その他は骨や筋肉から発生
する肉腫や、未熟な細胞を起源と
する胎児性腫瘍で占められます
（図１）。疾患の内訳が成人と大き
く異なるため、症状や治療法も違
います。またその原因も、成人のよ

うに生活習慣に関連することは少
なく、中には遺伝性のものもあり
ます。さらに、教育等本人を取り巻
く環境も小児ならではの特殊性が
あるため、治療中だけでなく治療
が終わってからも長期にわたって
特別な配慮が必要になります。

　小児がんは身体中の臓器から発
生し、たくさんの種類があります
（図２）。多くは乳児～幼児期に発
生しますが、骨肉腫のように年長
児から若年成人でみられるものも
あります。その症状は表に示すよう
に臓器ごとに様々ですが、特有の
症状がないこともあり偶然健診で
みつかることもあります。

　化学療法（抗がん剤治療）、手
術、放射線治療のいずれかか、そ
れらの組み合わせで行われます。
さらに骨髄移植などの造血幹細胞
移植も加えることがあります。小児
がんは成人のがんに比べて化学療

法や放射線治療の効果が高いこ
とが知られており、近年の治療で
は、70～80％まで治るようになっ
てきました。

　日本の小児がんの発生数は年間
約2500例で、成人のがんの250
分の１にしか当たらないまれな疾
患ですが、その一方で種類が多く
専門家が少ないという問題があり
ます。その解決のため、小児がん治
療・研究を専門とするほぼ全ての
病院が200以上参加したNPO法
人の研究グループ、JCCGが2014
年に設立され、最善の検査・治療
法に基づいた臨床研究を行ってい
ます。この参加資格が無い病院で
は治療は受けられませんが、日本
中どこへ行っても同じ治療が受け
られます。もちろん当院もその参
加施設であると同時に、小児がん
連携病院として、全ての小児がん
の診療を行っています。
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小児がんの種類と症状2

小児がんの治療3

日本小児がん
研究グループ（JCCG）
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医療福祉相談部 村居 巌（技師長）

オレンジクーテカフェin愛知医大

若年性認知症カフェTopics 2

　認知症の方やご家族、その他多
くの皆さまのご参加と長久手市社
会福祉協議会、地域のケアマネ
ジャーの皆さまのご協力を得て、
意義あるカフェを開催することが
できました。今後は地域内での居
場所作りやカフェの定期開催など
に貢献できるよう努めてまいりた
いと思います。

※1 長久手市広報ナビゲーター
　　クーテシガーナ

若年性認知症のある人のニーズ発
見と、その生活及び就労サポート
をするために、当院の認知症疾患
医療センターが共同して事業のお
手伝いをすることになりました。
　当院の中で若年性認知症カ
フェを開催する意義は、まずは通
院している認知症の患者さんが気
軽に参加できることであり、他の
患者さんにも認知症の理解を深
めていただくための普及啓発活動
にあります。
　2019年度は、3回シリーズで
行い、認知症の介護をされたご家
族の体験談や認知症介護の専門
家と認知症専門医の講演を聞い
ていただき、それを受けて皆さま
でお話をしていただきました。お
話の合間には、長久手市文化の家
に縁のある演奏家の皆さんに「癒
しの演奏会」と題して素敵な演奏
を披露していただきました。

　「オレンジクーテカフェ」は若
年性認知症の患者さんやそのご
家族等が認知症についての理解
を深め、関係者で交流することが
できる当院と長久手市との共同企
画です。
　認知症カフェは、オランダでア
ルツハイマーカフェとして始まり、
様々な形で世界各国に広がって
いるものですが、この「オレンジ
クーテカフェ」の名称は長久手市
広報ナビゲーターに就任した
「クーテシガーナ(※1)」を厚生労
働省の認知症施策である「オレン
ジプラン」のオレンジに着色した
ことから名付けられました。
　当院は、2013年9月1日付で愛
知県から認知症疾患医療セン
ターの指定を受けました。2019
年度から長久手市は、「認知症に
理解のあるまちづくりモデル事
業」を愛知県から委託され、特に

専門医による講演会の様子

オレンジクーテカフェ受付

演奏会の様子 体験談を語る様子
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　2019年12月16日(月)～12月18日(水)の３日間において、「患者さん満足度アンケート」を実施しました。
アンケートの内容は、外来部門と入院部門の2種類を用意し、外来患者さんから1,135件，入院患者さん
から418件の回答をいただきました。
　多くの方々にご協力を賜り、また、貴重なご意見をいただき，誠にありがとうございました。
　今回のアンケート結果については、今後実施していくアンケートと比較しながら分析を行う予定です。
皆様のご意見を参考にし、当院のサービス向上、業務改善に役立てていきます。

　入退院支援センターは、予約入
院の患者さんに円滑な入院支援
を行う部署です。同センターでの
説明についてお伺いしたところ、
ほとんどの患者さん（95.5％）か
ら、「分かりやすかった」との回答
をいただきました。また、患者さん
の91.5％が希望日に入院でき、個
室や４人床等の病室タイプの選択
についても、「最初から入室でき
た」、「途中から入室できた」との
回答が93.4％を占め，概ね患者さ
んのご希望に沿うことができてお
りました。

　

　病室の環境、備品や調度品につ
いても、91.3%の方に現状で満足
いただいているとご回答をいただ
きました。一方、見舞客との談話ス
ペース等において、病室の騒音は
「十分な静けさでない」(14.8％)
とのご意見もありました。騒音に
ついては、特定の病棟であるか等
調査・分析を進めたいと考えてい
ます。

　食事については、「盛り付け」や
「提供時間」について高評価をい
ただき、「満足」・「ほぼ満足」が
91.5％を占めました。「味」や
「量」についても，82.2％の方に
「満足」・「ほぼ満足」との回答を
いただきました。

　最後に、病院全体のサービスに
ついてお伺いした項目も、「満
足」、「ほぼ満足」が96.3％とな
りました。
　今回の調査で、記述でいただい
たご意見が347件あり、そのうち
108件は当院に感謝のお言葉を
いただきました。今後もご意見等
をいただきながら、“必要な方に必
要な医療がご提供できる”よう努め
てまいります。

　「診察」についてはNAVITによ
る待ち時間の有効活用、業務整
理・運用の見直し等を行ってきま
したが、受診までの時間について、
「やや長い」、「長い」、「非常に
長い」が47.3％と、改善が必要な
評価をいただきました。
　一方、「診察」以外の「会計」、
「薬局」、「放射線検査」、「生理
検査」、の待ち時間は、全体で
81.1％の方が「気にならない」と
の評価をいただきました。
　「診察」の待ち時間について
は、今回の評価を受けとめ、少しで
も待ち時間を短縮していけるよ
う、病院全体で改善に取り組んで
いきます。

　NAVITとは診察状況や診察呼
び出し、医療費計算状況等の情
報を文字・音・振動でお知らせす
る携 帯 型の案 内 端 末 です。
NAVITを患者さん一人一人に持っ
ていいただくことにより、外来エ
リアを始め、立石プラザ(アメニ
ティ棟 )のフードコートなど、
NAVIT受信圏内であれば待合室
にしばられることなく、どこでも
お待ちいただくことが可能です。
アンケートをご記入いただいた患
者さんからは「時間的にも余裕が
でき、イライラして待つこともなく

なった。」とのお声がありました。
また一方で、「会計時、自動精算
機にNAVITのバーコードを読み
込ませる時に手間取る。」等の課
題となるご意見もいただきまし
た。今回いただいたご意見を元
に、NAVITだけでなく関係する
機器も含めてより便利な外来受診
システムを構築できるよう努めて
いきます。　外来受診の際に使用する患者

案内端末NAVIT(図)については、
回答者のほぼ全ての患者さん
(98.6％)から、「とても便利」ま
たは「便利」との回答をいただき
ました。

患者案内端末NAVIT

患者案内端末（NVIT［ナビット］）について

図 患者案内端末NAVIT
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に、NAVITだけでなく関係する
機器も含めてより便利な外来受診
システムを構築できるよう努めて
いきます。　外来受診の際に使用する患者

案内端末NAVIT(図)については、
回答者のほぼ全ての患者さん
(98.6％)から、「とても便利」ま
たは「便利」との回答をいただき
ました。
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ホスピス緩和ケア週間
院内イベント開催

　「ホスピス緩和ケア週間」は、世界
ホスピス緩和ケアデーである10月12
日を最終日とした1週間で、全国の緩
和ケアに取り組む医療施設が参加
し、緩和ケアの普及啓発活動が行わ
れます（図1）。当院の緩和ケアチーム
は、10月7日（月）～11日（金）に病院
正面玄関を中心に緩和ケアの啓発活
動を開催しました。外来・入院患者さ
ん、お見舞いに来られたご家族・友
人、医療者など、多くの方にご参加い
ただきました。

　「緩和ケア」とは、がんなどの重い
病を抱える患者さんや、ご家族一人一
人の身体や心などの様々なつらさをや
わらげ、より豊かな人生を送ることが
できるように支えていくケアです。が
ん治療ができなくなった時の医療や
終末期に受けるものではないことを広
く知っていただくため、緩和ケアやが
ん治療に関する展示、ミニ講演会など
を通じ啓発しました。

　当院の「緩和ケアチーム」で活動し
ている医療者（医師・看護師・薬剤
師・医療ソーシャルワーカー・理学療
法士・管理栄養士・歯科衛生士）が実
際にどのように関わっているか分かり
易いポスターを作成し、病院正面玄
関に掲示しました（図2）。
　多くの方が立ち止まり関心を示して
くださいました。「早くからの緩和ケ
アが大切」「痛みは我慢しなくて良い
のですね」「身近な人ががんになった
ら勧めます」「もっと前から知ってい
れば良かった」といった感想がきかれ
ました。

　「人生の最期にどう在りたいか。」
誰もが大切だと分かっているけれど、
なんとなく縁起でもないからという
理由で避けられがちです。今、話題に
なっている「人生会議（ACP：アドバ
ンス・ケア・プランニング）」を「もし
バナゲーム」という「痛みがない」、
「いい人生だったと思える」、「家で
最後を迎える」等が書かれたカード
を使用し実際にゲームを体験してい
ただきました。参加された方々はこの
ゲームを通じ、人生の最期について考
えたり話し合いを行うきっかけになっ
たようです（図3）。

　緩和ケアセンターでは、緩和医療
専門医、精神症状の専門医、認定看
護師、薬剤師など多職種からなる緩
和ケアチームを中心に、栄養やリハビ
リテーションといった各部門と連携
し、質の高い緩和ケアを提供していま
す。当院に通院中、入院中の患者さん
で緩和ケアを希望される方は、その旨
スタッフにお伝え下さい。

「緩和ケア」について 参加型企画「もしバナゲーム」

病院玄関でのポスター掲示

図 1  ホスピス緩和ケア週間案内

図 2  ポスター掲示の様子 図 3  もしバナゲームの様子
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　2014年5月より多くの方にご利用い
ただいた健康情報室｢アイブラリー｣
は、このたび「愛すまいる」としてリ
ニューアルオープンしました。愛すまい
るは、みなさまの健康と安心した暮ら
しを支えるために、“愛”と“笑顔”でお手
伝いをしていきます。

「愛すまいる」って･･･？
　愛知医科大学病院の「愛」、笑顔の
「すまいる」から「愛すまいる」とし
ました。また、「すまいる」には、「す
まい」としてその人その人の暮らしを、
「いる」は人々が集うことをイメージし、
その人らしい暮らしをみんなで支えて
いこうという思いを込めています。

　愛すまいるでは、インターネットを
利用して専門的な医療情報の検索を
することができます。また、病気や食
事、運動の方法など様々なパンフレッ
トを豊富に準備しております。わかり
にくい情報や相談などございましたら、
看護師がサポートし、状況に応じて院
内の各医療相談窓口と連携し、ご案
内いたします。また、健康の維持や
病気の予防に関するDVD上映、各種
イベントを企画しています。

　ご自宅で使用される医療機器や住
宅の改修など、その人らしい暮らしが

できるよう、一緒に考えサポートしま
す。在宅生活にお困りのことがありま
したら、ご相談ください。また、在宅
療養に必要なベッド、車椅子、くつな
どを展示し、実際にお試しできます。

　ご自身で行うケアやご家族の介護
に必要な医療用品など、1 個単位で
販売しています。また、健康維持のた
めの様々な用品の相談をお受けし、
紹介しています。

　愛すまいるは、患者さんやご家族を
はじめ、地域住民の方ならどなたでも
ご利用いただけます。みなさま、ぜ
ひ一度お立ち寄りください！

2019年9月 リニューアルオープン！
「アイブラリー」から「愛すまいる」へ

インターネットで情報検索する様子 ご自由にお持ち帰りいただける多種多様なパンフレット

内観風景

医療や健康に関する
専門的な情報提供

暮らしに関する
専門的な情報提供

ご自身が使われる
医療用品等の紹介

● ご利用時間 平日　9:00～17:00　土・日・祝日、年末年始は休館
● 場　所 20  健康情報室 愛すまいる（2階 カフェ・ド・クリエの横）20

在宅生活や
療養に関する
情報収集や
相談がしたい

健康や病気に関する
情報収集や相談がしたい

みなさまの暮らしを支えるため、
愛と笑顔でお手伝いをさせていただきます。

愛すまいるにご相談ください。

医療用品や
健康維持に関する
商品の相談や
購入がしたい
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